
平成３０年度第１回男女共同参画懇話会 

土岐市男女共同参画プラン平成２９年度実施状況報告書 



事業費
（千円）

事業実施状況
活動状況を示す
値の名称

活動実績
（前年度）

30年度
目標値

事業の方向

広報紙等による啓発 ‐
毎月1回(計12回)広報コラム「男と
女のいきいきコラム」を掲載。

広報掲載回数
12回
(12回)

12回 継続して実施する。
まちづくり
推進課

ホームページによる啓
発

‐
男女共同参画懇話会の開催につ
いて掲載。

記事掲載回数
1回
(1回)

3回 継続して実施する。
まちづくり
推進課

男女共同参画に関する
講演会、講座の開催

‐

土岐市女性連絡協議会研修会（2/14）に
おいて、県主催の男女共同参画出前講
座を活用した。県のキャリ☆ナビ講座を
西部子ども支援センターにて実施した。

講座延べ参加者数
40人
(170人)

1回

県が主催する男女
共同参画講座（団
体への出前講座）
の実施。

まちづくり
推進課

男女共同参画に関係す
る図書、資料の充実

87
男女共同参画に関する資料を収
集した。

購入冊数
55冊
(53冊)

40冊
資料収集を継続す
る。

図書館

性別にとらわれず、個
性を尊重する教育の推
進

-
年間計画に従って、年35時間の道
徳の授業を実施した。

計画時間数に
対する授業実
施時間率

100%
（100%）

100% 継続して実施する。 学校教育課

学校生活における慣習
や慣行の見直し

-
中学校（全6校）における男女によ
るジャージの色分けを廃止した。

廃止校
6校
（6校）

前年度実
績を下回
らない

継続して実施する。 学校教育課

男女混合名簿の活用推
進

-
使用目的に応じた名簿の活用が
進められている。

混合名簿の実
施率

小学校
4/8
（4/8）
中学校
3/6
（3/6）

前年度実
績を下回
らない

使用目的に応じた
混合名簿の利用を
推進する。

学校教育課

教職員などの研修の充
実

-

校長会、教頭会での各小中学校
（全14校）への啓発。
職員会議における意識向上の推
進。

実施校
14校
（14校）

前年度実
績を下回
らない

継続して実施する。 学校教育課

各種団体における人権
同和教育研修会の実施

１０
はなの木大学の全体学習にて、人
権擁護委員の講師をお招きし、人
権について講演していただいた。

開催回数 １回 1回 継続して実施する。 生涯学習課

企業、事務所等との連
携による講座等の開催

２０
「職場で学ぶ家庭教育理解講座」
を開催し、「片付け」について学ぶ
講演会を開催した。

開催回数 ２回 2回

従業員の実態に合
わせて、男女共同
参画にこだわらない
方向で継続。

生涯学習課

１

男
女
共
同
参
画
の
高
揚

（２）教育、生涯学
習における男女共
同参画教育の充実

Ⅰ基本目標 Ⅱ重点目標 Ⅲ施策

①男女共同に関する意識
啓発の推進

①学校等の教育における
男女共同参画の充実

②家庭・地域における男
女共同参画教育の充実

担当

30年度以降の事業の方向
（改善点など）

29年度事業概要

（１）男女共同参画
の意識づくり

実施事業名
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事業費
（千円）

事業実施状況
活動状況を示す
値の名称

活動実績
（前年度）

30年度
目標値

事業の方向
Ⅰ基本目標 Ⅱ重点目標 Ⅲ施策 担当

30年度以降の事業の方向
（改善点など）

29年度事業概要
実施事業名

PTAや地域による意識
啓発のための講座等の
開催

該当なし 生涯学習課
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事業費
（千円）

事業実施状況
活動状況を示す
値の名称

活動実績
（前年度）

30年度
目標値

事業の方向

審議会等への女性の登
用推進

-
審議会等の女
性の参画率

22.2%
（23.2%）

30% 継続して実施する。
まちづくり
推進課

女性が一人もいない審
議会等の解消

-
女性がいる審
議会の比率

76.9%
（80.4%）

90% 継続して実施する。
まちづくり
推進課

女性の社会活動参加の
推進

-
広報コラム「男と女のいきいきコラ
ム」にて、社会活動参加に関する
記事を掲載。（12月号・3月号）

記事掲載回数
2回
(2回)

1回 継続して実施する。
まちづくり
推進課

職員研修の充実 -

各種職員研修については公募に
よる参加としている。指名研修に
ついても女性を積極的に参加させ
た。

女性職員の研
修参加率

32.5%
25%以上を
維持

継続して実施する 秘書課

女性の管理職等への登
用推進

-
職務・職責に応じて女性の登用に
努めた。

女性管理職の
割合

7.5% 7.1% 継続して実施する。 秘書課

職種、職域拡大への働
きかけ

-
女性を対象としたセミナー等に参
加させた。

参加回数 2回 2回 継続して実施する。 秘書課

働きやすい職場環境の
充実

-

次世代育成特定事業主行動計画
に基づき、毎月8のつく日を［早く家
庭に帰る日」と設定し超過勤務の
削減を促した。

－ － － 継続して実施する。 秘書課

男女雇用機会均等法、
労働基準法の情報提供

パンフレット等を産業振興課窓口
に設置した。

情報提供回数
4回
（4回）

４回 継続して実施する 産業振興課

就職に関する情報提供
ハローワークの求人情報を産業振
興課窓口及び玄関ロビーに設置し
た。

設置回数
50回
（50回）

５０回 継続して実施する 産業振興課

再就職を支援するセミ
ナー等の開催

東濃可児雇用開発協会と共催で、
企業説明会を実施した。

開催回数
2回
（2回）

２回 継続して実施する 産業振興課

創業、起業の支援 0
市内創業者に対して家賃の一部
補助を実施した。

新規申請数
1件
（0件）

６件 継続して実施する 産業振興課

担当

「土岐市審議会等設置運営要領」
「土岐市審議会等委員の公募に関
する指針」に基づき、審議会等事
務局（関係課）に推進を呼びかけ
た。

Ⅰ基本目標 Ⅱ重点目標 Ⅲ施策 実施事業名

30年度以降の事業の方向
（改善点など）

29年度事業概要

２

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

①職場における男女共同
参画の推進

①審議会等への女性の参
画の推進

②市職員の男女共同参画
の推進

(１）政策や方針決
定の場への参画
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事業費
（千円）

事業実施状況
活動状況を示す
値の名称

活動実績
（前年度）

30年度
目標値

事業の方向
担当Ⅰ基本目標 Ⅱ重点目標 Ⅲ施策 実施事業名

30年度以降の事業の方向
（改善点など）

29年度事業概要

家事・育児講座の開催 71

育児への父親参加を支援する、妊
婦と配偶者を対象にした教室の開
催。（年4回）
食生活についての知識と必要な調
理技術を学ぶ男性の料理教室の
開催。（年2回）

参加者数 110名 130名 継続して実施する。 健康増進課

育児・介護等の制度の
周知

-

母子健康手帳交付時に、厚生労
働省雇用均等・児童家庭局作成
のリーフレット「働きながらお母さん
になるあなたへ」を配布している。

母子健康手帳
交付者数

353名 - 継続して実施する。 健康増進課

地域活動における女性
の登用推進

- -

自治町内会長
（251人）中の
女性町内会長
の人数

3名
（1.2％）

4名
まちづくり
推進課

女性団体の活動支援 130
土岐市女性連絡協議会の活動を
支援

参加人数 180名 200名 継続して実施する。 生涯学習課

ボランティア、NPO法人
などの各種団体の活動
支援

0
岐阜県より、NPO法人に関する事
務を権限移譲で受け入れており、
設立、活動支援等を行った。

設立法人数
1件
(0件)

2件 継続して実施する。
まちづくり
推進課

地域活動団体の支援 3,848

まちづくり活動を行う団体の自主
的な事業に対して、補助金を交付
した。
審査会を開催し、交付団体の選定
を行った。

補助金交付団
体数

10団体
(10団体)

10団体 継続して実施する。
まちづくり
推進課

女性の視点を取り入れ
た防災活動の推進

地域の防災訓練へ女性の役割と
して、炊き出し等の担当で参加

参加者数 45名 50名
継続して実施してい
く

総務課

就労やワークライフバラ
ンスに関し、女性が必
要とする情報の収集と
提供

－ － - -
4か所
毎週

子育て支援拠点
に、ハローワーク求
人情報を設置し情
報提供

まちづくり
推進課

家庭と仕事の両立に関
する意識啓発

－

地域子育て支援拠点（子育て支援
センター）において、県女性の活躍
支援センターが行う巡回相談希望
の申請

- - 1回程度
地域子育て支援拠
点で巡回相談を実
施。

まちづくり
推進課

④ライフステージに応じた
相談体制の整備

（２）ワークライフバ
ランスの推進

③地域における男女共同
参画の推進

②家庭における男女共同
参画の推進
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事業費
（千円）

事業実施状況
活動状況を示す
値の名称

活動実績
（前年度）

30年度
目標値

事業の方向

DVの理解促進のため
の啓発講座の開催

-
県・近隣市と合同でリーフレットの
配布を実施

実施回数 1回 1回 継続して実施する。
まちづくり
推進課

市広報紙等による情報
提供

-
広報コラム「男と女のいきいきコラ
ム」にて、DV防止に関する記事を
掲載。（11月号）

記事掲載回数
1回
（1回）

1回 継続して実施する。
まちづくり
推進課

若年層に向けたリーフ
レット等配付による周
知・啓発

該当なし 生涯学習課

デートDVへの理解促進
のための啓発講座の開
催

-
市内中学校３年生の授業で、デー
トＤＶについての授業を行った。

授業実施回数
（学校毎）

1回 1回 継続して実施する。 学校教育課

児童生徒及び教職員に
向けたデートDVに関す
る情報提供

- 学校教育課

市広報紙、ホームペー
ジ等による、相談窓口
記載カードの設置

- - - - - -
まちづくり
推進課

公共施設の女性トイレ
等に相談窓口記載カー
ドの設置

-

「岐阜県女性相談センター・配偶
者暴力相談支援センター」、「内閣
府男女共同参画局」、「男女共同
参画プラザ」の携帯カードを各施
設に設置した。

カード設置個
所

23ヶ所
(23ｹ所)

23ヶ所 継続して実施する。
まちづくり
推進課

被害者の早期発見や通
報体制の周知

-
市ホームページに窓口案内を掲
載。

通報件数 29件 - 継続して実施する。 子育て支援課

被害者の緊急避難の支
援

-
通報があり、状況を確認して緊急
避難が必要であれば、避難させる
体制を常に整えていた。

支援件数 0件 - 継続して実施する。 子育て支援課

市担当職員、相談員の
専門研修などへの参加

17
女性相談センター主催の研修会に
参加し、知識向上を図った。

研修参加者数 3名 3名 継続して実施する。 子育て支援課

要保護児童・DV対策地
域協議会の開催

-
代表者会議・実務者会議をそれぞ
れ実施し、情報交換等に努めた。

開催件数 2回 2回 継続して実施する。 子育て支援課

国や県が主催するDV
対策関係の会議や研修
への参加の促進

17
【再掲】
女性相談センター主催の研修会に
参加し、知識向上を図った。

研修参加者数 3名 3名 継続して実施する。 子育て支援課

担当実施事業名
29年度事業概要

30年度以降の事業の方向
（改善点など）

Ⅰ基本目標 Ⅱ重点目標 Ⅲ施策

３

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

（１）DV防止の意識
づくり

①相談・支援体制の充実

(２)相談・支援体制
の充実

②関係機関との連携

①DV防止に関する意識啓
発の推進
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基本目標１における数値目標

項目 基準値(H２５) 目標値 実績 関連施策

「夫は仕事、妻は家庭」に反対(反対及びどちらか
といえば反対の合計)であると回答した人の割合

38.0% 50.0% 51.5% (１)①

男女共同参画に関する図書冊子数 1,000冊 1,600冊 1,244冊 (１)②

学校等の教育の場で男女の地位が平等になって
いると回答した人の割合

65.4% 75.0% 59.0% (２)①

基本目標２における数値目標

項目 基準値(H２５) 目標値 実績 関連施策

審議会の女性委員の割合 25.0% 33.0% 22.2% (１)①

女性委員がいる審議会等の割合 59.0% 90.0% 76.9% (１)①

市職員(一般行政職)における女性管理職の割合 3.6% 10.0% 7.5% (１)②

職場で男女の地位が平等のとなっていると回答
した人の割合 27.5% 40.0% 23.7% (２)①

家庭生活の場で男女の地位が平等となっている
と回答した人の割合 42.1% 60.0% 44.4% (２)②

地域活動の場で男女の地位が平等となっている
と回答した人の割合 44.0% 55.0% 39.8% (２)③

自治会等の女性の長の割合 2.6% 5.0% 2.0% (２)③
男女共同参画に関する情報提供や交流の場、相
談窓口の機能が充実していると回答した人の割
合 ― 50.0% 11.6% (２)④

基本目標３における数値目標

項目 基準値(H２５) 目標値 実績 関連施策

精神的暴力や経済的暴力が「ＤＶ」であると認識
している人の割合 ― 80.0% 68.9% (１)①

小中学校でのＤＶ(デートＤＶ)防止講座の実施率 ― 50.0%以上 100.0% (１)①
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